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標
記
に
つ
い
て
再
度
、
質
問
す
る
。 

 

政
府
は
、
船
内
に
残
っ
て
い
た
乗
客
全
員
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
検
査
（
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
）
を
実
施
し
、
結
果
が
陰
性
で
症

状
が
見
ら
れ
な
い
人
を
十
四
日
間
の
健
康
観
察
期
間
が
終
了
し
た
二
月
十
九
日
か
ら
二
十
一
日
に
か
け
て
下
船
さ
せ
た
。 

 

そ
の
判
断
根
拠
を
、
政
府
は
チ
ャ
ー
タ
ー
機
に
よ
る
中
国
か
ら
の
帰
国
者
の
検
査
結
果
に
求
め
、
そ
れ
を
「
精
緻
な
疫
学
的

エ
ビ
デ
ン
ス
」
と
し
、
二
月
五
日
以
降
は
チ
ャ
ー
タ
ー
機
の
帰
国
者
が
過
ご
し
た
施
設
と
同
様
の
感
染
防
止
策
が
船
内
で
と
ら

れ
た
か
ら
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
以
下
、
質
問
す
る
。 

一 

そ
も
そ
も
チ
ャ
ー
タ
ー
機
に
よ
る
中
国
か
ら
の
帰
国
者
が
ホ
テ
ル
等
で
隔
離
さ
れ
た
状
況
と
、
ク
ル
ー
ズ
船
内
で
の
隔
離

状
況
と
は
多
く
の
点
で
相
違
（
共
用
部
分
の
有
無
、
検
査
や
診
察
の
実
態
、
食
事
の
配
膳
方
法
等
）
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
令
和
二
年
二
月
二
十
六
日
に
国
立
感
染
症
研
究
所
が
公
表
し
た
「
現
場
か
ら
の
概
況
：
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
プ
リ
ン
セ
ス
号

に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
十
九
症
例
【
更
新
】
」
に
お
い
て
、
「
現
在
入
手
可
能
な
疫
学
情
報
に
基
づ
い
て
評
価
す
る
と
、

二
月
三
日
に
ク
ル
ー
ズ
船
が
横
浜
に
入
港
す
る
前
に
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
十
九
の
実
質
的
な
伝
播
が
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
」
と
し
た
こ
と
を
理
由
に
、
「
チ
ャ
ー
タ
ー
機
の
帰
国
者
が
過
ご
し
た
施
設
と
同
様
の
感
染
防
止
策
が
船
内
で
と
ら
れ



 

２ 

 

た
」
と
し
て
、
乗
客
を
下
船
さ
せ
た
こ
と
は
問
題
で
は
な
い
か
。 

二 
そ
の
証
拠
に
、
二
月
二
十
日
、
内
閣
官
房
と
厚
生
労
働
省
の
職
員
二
人
が
新
た
に
感
染
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

こ
の
二
人
の
職
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
月
十
一
日
、
十
二
日
に
船
内
で
業
務
を
開
始
し
、
し
か
も
「
濃
厚
接
触
」
で
は
な
く

「
事
務
的
業
務
」
に
従
事
し
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
二
月
十
九
日
に
下
船
し
た
栃
木
県
の
六
十
代
女
性
（
十
四
日
に
検
体

採
取
、
翌
十
五
日
に
陰
性
を
確
認
）
の
感
染
が
二
十
二
日
に
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
隔
離
対
策
を
と
っ
た
二
月

五
日
以
降
も
船
内
感
染
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
の
証
左
で
は
な
い
か
。
そ
う
で
な
い
と
す
る
な
ら
、
そ
の
根
拠
を
示
さ
れ
た

い
。 

三 

ク
ル
ー
ズ
船
ば
か
り
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
が
、
「
死
角
」
と
な
っ
て
い
る
の
が
一
日
に
数
十
隻
も
横
浜
港
に
寄
港

す
る
貨
物
船
だ
。
こ
の
貨
物
船
の
乗
組
員
へ
の
「
検
疫
」
は
ど
う
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。
入
国
す
る
乗
組
員
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

は
行
っ
て
い
る
の
か
。
特
に
、
中
国
か
ら
の
貨
物
船
の
乗
組
員
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。 

四 

内
閣
衆
質
二
〇
一
第
七
七
号
（
令
和
二
年
三
月
六
日
）
に
よ
れ
ば
、
「
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五

号
）
第
八
十
三
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
ク
ル
ー
ズ
船
に
派
遣
さ
れ
た
自
衛
隊
員
に
は
、
そ
の
業
務
の
内
容
に

応
じ
て
、
感
染
を
予
防
す
る
た
め
に
必
要
な
装
備
を
着
用
さ
せ
、
業
務
終
了
後
か
ら
一
定
の
期
間
、
一
定
の
場
所
に
待
機
さ



 

３ 

 

せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
」
と
の
こ
と
だ
が
、
「
一
定
の
期
間
」
と
は
何
日
間
か
。
ま
た
、
「
一
定
の
場
所
」
と
は
具
体
的
に

ど
こ
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


